


 

住宅マスタープランの改定にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「多様な世代が、快適に、安心して住み続けられる住まいづくり」を目指し、平成

11年に「住まいの基本計画（住宅マスタープラン）」を策定してから約 20年が経過

しました。 

 この間、国では住生活基本計画が策定されるなど、「つくっては壊す」社会から、

「長く大切に使う」といったストック活用型社会への展開が図られてきました。 

また、少子高齢化や生活の多様化が進む一方、東日本大震災や集中豪雨などの自然

災害に伴う防災や地球環境に対する意識の高まりなど、社会を取り巻く状況が変化し

ており、これらに対応した住まいや住環境の整備が求められてきています。 

 こうした状況を踏まえて、将来の住まいづくりの実現のための基本理念を「快適で

安心な住環境を目指して～共生・循環社会の住まいづくり～」とし、住まいに関する

施策を総合的、体系的に推進するため住宅マスタープランを改定しました。 

 区は今後も、区民の皆さま、住まいづくりに携わる事業者・専門家の方々とともに

質の高い住環境づくりを推進してまいります。 

２０１９年３月 
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